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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第18期

第２四半期
連結累計期間

第17期

会計期間
自平成29年４月１日
至平成29年９月30日

自平成28年４月１日
至平成29年３月31日

売上高 （千円） 840,871 1,722,018

経常利益 （千円） 156,739 214,760

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 120,089 241,826

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 119,769 241,750

純資産額 （千円） 1,773,728 1,653,952

総資産額 （千円） 2,621,207 2,519,993

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 37.05 85.98

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 36.13 83.43

自己資本比率 （％） 67.7 65.6

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 147,862 388,038

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △12,436 △12,819

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △7,779 1,179,240

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 2,329,280 2,201,786

 

回次
第18期

第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成29年７月１日
至平成29年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 21.44

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．当社は、第17期第２四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、第17期第２

四半期連結累計期間に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。

４．平成28年８月25日付で普通株式１株につき100株の割合で株式分割を行っており、第17期の期首に当該株式

分割が行われたと仮定して１株当たり四半期（当期）純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額を算定しております。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。なお、当社は、前第２四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していない

ため、前年同四半期連結累計期間との比較分析は行っておりません。

 

(1）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間（平成29年４月１日～平成29年９月30日）における我が国経済は、政府による経済政

策や金融政策を背景に、雇用環境や企業業績の改善が見られる一方、英国のEU離脱や東アジア地域における地政学

的リスクの影響により海外経済の不確実性が高まるなど、依然として不透明な状況が続いております。

　当社グループを取り巻く経営環境につきましては、当社グループのビジネスの中核である、クラウドソーシング

のクラウドワーカーを活用して生み出されたサービスを展開するＣＧＳ事業においては、官公庁等の入札情報を提

供する入札情報速報サービス「ＮＪＳＳ（エヌジェス）」が業績を牽引しておりますが、国内情報サービス業の売

上高規模は平成28年においては10兆9,930億円（前年比1.8%増加）と５年連続で成長を続けております（経済産業

省「特定サービス産業動態統計調査」）。また、ＣＧＳのリソース供給源であるクラウドソーシングの市場規模

は、矢野経済研究所「ＢＰＯ（ビジネスプロセスアウトソーシング）市場の実態と展望 2016-2017」によると、平

成28年度の流通金額規模（仕事依頼金額ベース）は前年比46.2%増の950億円となっており、平成32年度には2,950

億円に達すると予測されています。

　このような状況のなか、当社グループにおきましては、ＣＧＳ事業で展開する入札情報速報サービス「ＮＪＳ

Ｓ」の拡大、及び新規ＣＧＳの創出に継続して注力して参りました。また、ＣＧＳのリソース供給源である、クラ

ウドソーシングサービス「シュフティ」のUI・UXの改善、そして企業のアウトソーシング・ニーズに対応するＢＰ

Ｏ事業については、将来の売上・利益につながる受注獲得のための営業活動に注力いたしました。この結果、当第

２四半期連結累計期間における売上高は840,871千円、営業利益は157,138千円、経常利益は156,739千円、親会社

株主に帰属する四半期純利益は120,089千円となりました。

 

　各セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①　ＣＧＳ事業

　ＣＧＳ事業におきましては、業績を牽引する「ＮＪＳＳ」については、入札・落札案件情報を閲覧できる

ウェブサービスの販売高増加に加え、入札に関するサービス提供範囲の拡大のための、入札資格の管理支援

サービスの提供が伸長しました。新規ＣＧＳの１つである「えんフォト」につきましても、順調に事業成長い

たしました。そして、2017年５月にサービス提供を開始した新規ＣＧＳである、クラウドワーカーを活用した

コール代行サービス「フレックスコール」の受注状況が順調に推移しました。この結果、当第２四半期連結累

計期間におけるＣＧＳ事業の売上高は571,405千円となり、セグメント利益は320,940千円となりました。

②　ＢＰＯ事業

　ＢＰＯ事業におきましては、利益率の高い大口案件の獲得を行うための営業体制を整備し、同案件の受注獲

得に注力してまいりました。この結果、当第２四半期連結累計期間におけるＢＰＯ事業の売上高は251,837千

円となり、セグメント利益は16,373千円となりました。

③　クラウドソーシング事業

クラウドソーシング事業におきましては、登録クラウドワーカーが約36万人まで増加しました。また、ＣＧ

Ｓ事業やＢＰＯ事業のプラットフォームとしての位置付けから、ユーザー利便性を高めるためのシステム改修

を継続しております。この結果、当第２四半期連結累計期間におけるクラウドソーシング事業の売上高は

17,628千円となり、セグメント損失は48,050千円となりました。
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(2）財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の資産については、前連結会計年度末と比べ101,213千円増加し、2,621,207千円と

なりました。これは主に現金及び預金の増加127,495千円、売掛金の減少20,718千円によるものです。

負債については、前連結会計年度末と比べ18,561千円減少し、847,478千円となりました。これは主に前受金の

増加103,882千円、未払法人税等の減少32,289千円、流動負債にかかるその他の減少79,377千円によるものです。

純資産については、前連結会計年度末と比べ119,775千円増加し、1,773,728千円となりました。これは主に利益

剰余金の増加120,089千円によるものです。

 

   (3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更はありま

せん。

 

(4）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 11,199,200

計 11,199,200

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成29年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 3,241,100 3,241,100
東京証券取引所

（マザーズ）

単元株式数は100株

であります。

計 3,241,100 3,241,100 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高（千円）

平成29年７月１日～

平成29年９月30日
－ 3,241,100 － 944,157 － 926,457
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（６）【大株主の状況】

  平成29年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

星　知也 東京都中央区 1,066,000 32.89

桶山　雄平 東京都中央区 181,300 5.59

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口）
東京都中央区晴海１丁目８－11 167,700 5.17

日本生命保険相互会社
東京都千代田区丸の内１丁目６－６ 日

本生命証券管理部内
95,000 2.93

長屋　洋介 東京都江東区 88,500 2.73

小林　伸輔 東京都中央区 75,500 2.32

うるる従業員持株会
東京都中央区晴海３丁目12－１　KDX晴

海ビル９F
74,500 2.29

日本マスタートラスト信託銀行株式

会社（信託口）
東京都港区浜松町２丁目11－３ 71,800 2.21

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町１丁目２－10 69,500 2.14

野坂　枝美 東京都江東区 67,000 2.06

計 － 1,956,800 60.37

（注）上記の所有株式数のうち、信託業務にかかる株式数は、次のとおりであります。

   日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）  167,700株

   日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）　　   71,300株
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成29年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他）  普通株式　3,240,200 32,402 －

単元未満株式  普通株式     　900 － －

発行済株式総数 3,241,100 － －

総株主の議決権 － 32,402 －

 

②【自己株式等】

　　　　　該当事項はありません。

 

２【役員の状況】

　　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社うるる(E32794)

四半期報告書

 8/18



第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　なお、当四半期報告書は、第２四半期に係る最初に提出する四半期報告書であるため、前年同四半期との対比は

行っておりません。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成29年７月１日から平

成29年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成29年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,226,803 2,354,298

売掛金 93,243 72,525

仕掛品 1,819 9,620

その他 109,163 94,450

貸倒引当金 △1,132 △574

流動資産合計 2,429,898 2,530,319

固定資産   

有形固定資産 39,795 45,831

無形固定資産 6,024 5,145

投資その他の資産 44,275 39,910

固定資産合計 90,094 90,887

資産合計 2,519,993 2,621,207

負債の部   

流動負債   

買掛金 46,716 43,718

1年内返済予定の長期借入金 16,668 13,847

未払法人税等 58,808 26,518

前受金 406,238 510,120

その他 327,636 248,258

流動負債合計 856,067 842,463

固定負債   

長期借入金 9,973 5,015

固定負債合計 9,973 5,015

負債合計 866,040 847,478

純資産の部   

株主資本   

資本金 944,157 944,157

資本剰余金 926,457 926,457

利益剰余金 △216,119 △96,030

株主資本合計 1,654,494 1,774,583

その他の包括利益累計額   

為替換算調整勘定 △686 △1,008

その他の包括利益累計額合計 △686 △1,008

非支配株主持分 144 152

純資産合計 1,653,952 1,773,728

負債純資産合計 2,519,993 2,621,207
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

 （単位：千円）

 
 当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

売上高 840,871

売上原価 238,808

売上総利益 602,063

販売費及び一般管理費 ※ 444,925

営業利益 157,138

営業外収益  

受取利息 20

ポイント収入額 305

その他 24

営業外収益合計 350

営業外費用  

支払利息 125

為替差損 623

営業外費用合計 749

経常利益 156,739

税金等調整前四半期純利益 156,739

法人税、住民税及び事業税 19,217

法人税等調整額 17,427

法人税等合計 36,644

四半期純利益 120,094

非支配株主に帰属する四半期純利益 5

親会社株主に帰属する四半期純利益 120,089
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

 （単位：千円）

 
 当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

四半期純利益 120,094

その他の包括利益  

為替換算調整勘定 △325

その他の包括利益合計 △325

四半期包括利益 119,769

（内訳）  

親会社株主に係る四半期包括利益 119,767

非支配株主に係る四半期包括利益 2
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

 （単位：千円）

 
 当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 156,739

減価償却費 7,752

貸倒引当金の増減額（△は減少） △557

受取利息 △20

支払利息 125

売上債権の増減額（△は増加） 20,662

たな卸資産の増減額（△は増加） △7,800

仕入債務の増減額（△は減少） △2,997

前受金の増減額（△は減少） 103,882

その他 △82,883

小計 194,903

利息の受取額 20

利息の支払額 △125

法人税等の支払額 △46,935

営業活動によるキャッシュ・フロー 147,862

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △12,436

投資活動によるキャッシュ・フロー △12,436

財務活動によるキャッシュ・フロー  

長期借入金の返済による支出 △7,779

財務活動によるキャッシュ・フロー △7,779

現金及び現金同等物に係る換算差額 △153

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 127,493

現金及び現金同等物の期首残高 2,201,786

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 2,329,280
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【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日

　　至 平成29年９月30日）

給料及び手当 136,211千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のと

おりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日）

現金及び預金勘定

預入期間が３か月を超える定期預金

2,354,298千円

△25,017

現金及び現金同等物 2,329,280

 

（株主資本等関係）

当第２四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日）

１．配当金支払額

　該当事項はありません。

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第２四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額

（注）１．

四半期連結
損益計算書
計上額

（注）２．
 ＣＧＳ事業 ＢＰＯ事業

クラウドソー
シング事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 571,405 251,837 17,628 840,871 － 840,871

セグメント間の内部売上高

又は振替高
10,124 5,338 965 16,429 △16,429 －

計 581,530 257,176 18,594 857,301 △16,429 840,871

セグメント利益又は損失（△） 320,940 16,373 △48,050 289,263 △132,125 157,138

　（注）１．セグメント利益又は損失の調整額△132,125千円は、セグメント間取引消去126千円、各報告セグメントに配

分していない全社費用（主に販売費及び一般管理費）△132,252千円であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上

の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日

至　平成29年９月30日）

(1)１株当たり四半期純利益金額 37円05銭

（算定上の基礎）  

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 120,089

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益金

額（千円）
120,089

普通株式の期中平均株式数（株） 3,241,100

(2)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 36円13銭

（算定上の基礎）  

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額（千円） －

普通株式増加数（株） 82,687

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前

連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

 

－

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年11月14日

株式会社うるる

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 櫛田　達也　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 増田　晋一　　印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社うる

るの平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成２９年７月１日

から平成２９年９月３０日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成２９年４月１日から平成２９年９月３０日まで）に

係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半

期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社うるる及び連結子会社の平成２９年９月３０日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　　上

 
 
　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。
２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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